
第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計画（案）に対する 

パブリックコメントの結果 

 

 
１ 募集期間 
  令和５年１１月２８日（火）から令和５年１２月２７日（水）までの３０日間 
 
２ 閲覧方法 
 ⑴ 市ホームページ 
 ⑵ 窓口（地域づくり課、西部福祉課、各地区地域づくりセンター、各地域包括支

援センター及び高齢福祉課）計５０か所 
 
３ 実施結果 
 ⑴ 件数 
   ２０件（２人） 
 ⑵ 提出方法 
  ア ファクシミリ １３件（１人） 
  イ 電子メール ７件（１人） 
 ⑶ 意見等に対する対応 

区分 内容 件数 

ア 反映する意見 意見等の内容を反映し、案を修正したもの ４件 

イ 参考とする意見 今後の参考とするもの ５件 

ウ 対応が困難な意見 対応が困難なもの １０件 

エ その他 その他の意見（案の内容に関する質問等） １件 

計 ２０件 

 

４ 意見等の概要及び市の考え方 

№ 項目 意見等の概要 市の考え方 

１ 

第１編計画策定の
基本的な考え方第
２章高齢者を取り
巻く状況と将来の
見通し第３節高齢
者等実態調査から
見える課題 

「小規模な特養など」
という記載があるが、
特養に限定するとア
ンケート内容と合わ
ない。 

【ア 反映する意見】 
実施したアンケートの選択項目

に合わせる内容とし、「小規模な特
養など」の記載を削除します。 

２ 

第１編計画策定の
基本的な考え方第
３章計画の基本理
念・基本目標 

「介護保険サービス
の見込み量」（という
表現）はおかしい。 

【ア 反映する意見】 
量の表現を改め、「介護保険 

サービスの見込み」とします。 



３ 
第１編計画策定の
基本的な考え方第
５章施策の体系 

表中５章の基本方
針「介護保険サービス
の見込み量」（という
表現）はおかしい。 

【ア 反映する意見】 
量の表現を改め、「介護保険 

サービスの見込み」とします。 

４ 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第１章誰も
が住みやすいまち
づくりの推進 

介護保険による住
宅改修事業について、
現行の受領委任制度
の所得制限をなくし、
希望者全員を対象に
してほしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
受領委任払いは、施工業者側に

保険給付分の工事代金の一時的な
費用立替が発生することや、負担
額の減少により過度な工事が行わ
れる可能性もあります。そのため、
低所得者に限って受領委任払いを
設定しているものであり、所得制
限基準の見直しは考えていませ
ん。 

５ 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第１章誰も
が住みやすいまち
づくりの推進 

ＡＩデマンドバス
事業について、バス事
業だけでなく、デマン
ドタクシー等の事象
を実施してほしい。  

【オ その他】 
松本市におけるＡＩデマンドバ

ス事業は、福祉有償運送やタクシ
ー事業者が提供する個人宅などへ
のドアｔｏドアの運行サービスと
異なり、交通不便者が日常におけ
る社会活動への参加を目的とし、
地域内や交通拠点への移動を支援
する乗合いを基本とした公共交通
として運行しているものです。 

６ 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第２章つな
がり合い・助け合
いの地域づくり 

今後多様な地域課
題に対応するために、
「行政が主体になっ
て」（以下略）を加筆
する。 

【イ 参考とする意見】 
これまで行政・地域で取り組ん

できた、つながり合い・助け合いの
地域づくりを、更に多様な人、団
体、関係機関等にも参入いただき、
ともに進めていきたいと考えま
す。 

７ 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第２章つな
がり合い・助け合
いの地域づくり第
２節見守り体制の
推進 

訪問給食サービス
利用による高齢者の
昼食の確保について、
令和５年度と８年度
の目標値が変わらな
いのはおかしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
自ら食事をとるための身体的機

能の一部に困難がある方が利用者
の大半です。利用者は年々減少し
ており、現状維持できるようにす
ることが目標のため、目標値は変
えていません。 

８ 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第２章つな
がり合い・助け合
いの地域づくり第
５節権利擁護・虐
待防止の体制強化 

高齢者・障害者虐待
防止ネットワーク協
議会の開催について、
令和５年度と８年度
の目標値が変わらな
いのはおかしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
協議会は松本市における虐待防

止に関する関係機関の連携と、現
状や課題を共有する場となってい
ることから、目標値は変えません。 



９ 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第２章つな
がり合い・助け合
いの地域づくり第
５節権利擁護・虐
待防止の体制強化 

市民後見人フォロ
ーアップ研修につい
て、令和５年度と８年
度の目標値が変わら
ないのはおかしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
市民後見人としての登録者を対

象に、知識や技術の習得を目的と
した研修やグループワークを年４
回行っています。過度な研修会の
開催は、登録者の負担が増えるこ
とから変更する予定はありませ
ん。 

10 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第３章生き
がいづくりの推進 

シルバー人材セン
ター協力会員数につ
いて、令和５年度と８
年度の目標値が変わ
らないのはおかしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
協力会員は年々登録者が減って

おり、現状維持できるようにする
ことが目標のため、目標値は変え
ていません。 

11 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第３章生き
がいづくりの推進 

高齢者クラブ加入
数について、令和５年
度と８年度の目標値
が変わらないのはお
かしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
高齢者クラブは年々加入者が減

っており、現状維持できるように
することが目標のため、目標値は
変えていません。 

12 

第２編高齢者がい
きいきと暮らせる
ために第３章生き
がいづくりの推進 

老人福祉センター
の延利用者数につい
て、令和５年度と８年
度の目標値が変わら
ないのはおかしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
 コロナ禍で利用者が減少し、コ
ロナ禍前の水準まで利用者数が回
復していない状況にあります。令
和５年度末の利用者数を維持でき
ることが目標のため、目標値は変
えていません。 

13 

第３編高齢者が安
心して暮らせるた
めに第１章介護・
フレイル予防と健
康づくりの推進 

歯周疾患検診受診
率について、令和８年
度の「増加」はよくな
い。数量で。 

【イ 参考とする意見】 
現在「国民皆歯科健診」の実施が

検討されており、今後、現行の歯周
疾患検診に加えて、国民皆歯科検
診となる可能性があります。制度
が未確定のため、目標値を数値で
示すことはできません。 

14 

第３編高齢者が安
心して暮らせるた
めに第３章切れ目
のない在宅医療と
介護の連携推進 

退院時連携率と人
生の最期の迎え方を
家族と話し合った経
験の有無について、令
和８年度の「向上」は
よくない。数量で。 

【ア 反映する意見】 
数値目標を設定し、目標に近づ

けるよう施策を進めます。 
長野県高齢者プランの目標値、

松本市の実績を参考に、８年度目
標を８０％（退院連携率）、４３％
（人生最期の迎え方）と設定しま
す。 

15 

第４編サービスを
円滑に提供するた
めに第１章中長期
的な視点で見据え
た基盤整備 

特養△２０、△１５
なら、特定施設入居者
生活介護（混合型）に
令和８年度までに３
５床を入れるべき。 

【ウ 対応が困難な意見】 
特定施設入居者生活介護（混合

型）については、他市村との調整が
必要な広域型施設のため、明記でき
ません。 



16 

第４編サービスを
円滑に提供するた
めに第１章 
中長期的な視点で
見据えた基盤整備 

計画期間の目標に、
地域密着型特定施設
入居者生活介護は、令
和８年度までに３５
床を入れるべき。 

【ウ 対応が困難な意見】 
介護事業所の参入予定がないた

め計画には明記できません。 

17 

第４編サービスを
円滑に提供するた
めに第１章中長期
的な視点で見据え
た基盤整備 

 介護老人福祉施設
（特別養護老人ホー
ム）の定員の減員計画
を改め、増員計画に改
めてほしい。 

【ウ 対応が困難な意見】 
定員の減員は、事業所の職員不

足により、現在の定員を維持する
ことが困難なことから減員となる
ものです。 
また、介護事業所の参入予定も

ないことから増員計画とすること
は困難です。 

18 

第４編サービスを
円滑に提供するた
めに第２章安心し
て介護サービスが
受けられるための
環境づくり 

「高齢者福祉と介
護保険のしおり」の中
に、介護保険特別会計
の収支状況、予算と決
算、保険給付等の特徴
などを記載してほし
い。 

【イ 参考とする意見】 
今後、ホームページに掲載する

など、分かりやすい情報提供を検
討していきます。 

19 

第４編サービスを
円滑に提供するた
めに第３章介護人
材の確保と育成 

介護人材不足解消
に向け、松本市独自の
施策の充実に力を入
れてほしい。松本市独
自の奨学金制度など
の創設を望む。 

【イ 参考とする意見】 
ご意見として承ります。 

20 

第４編サービスを
円滑に提供するた
めに第５章介護保
険サービスの見込
み量 

１３億円超の支払
準備基金を活用し、介
護保険料を引き下げ
て欲しい。 

【イ 参考とする意見】 
ご意見として承ります。 

 


